
学
生
投
稿
論
説

語
構
成
に
よ
る
漢
語
動
詞
の
自
他
使
用
の
予
測
可
能
性

形
容
詞
性
要
素
と
動
詞
性
要
素
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
の
場
合

張
志
剛

1
　
は
じ
め
に

　
動
詞
の
自
他
の
区
別
は
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
語
動
詞
は
常
に
「
漢
語
＋
す
る
」
と
い
う
語
形
を
取
る
の
で
、

和
語
動
詞
と
は
異
な
り
、
語
尾
の
変
化
か
ら
動
詞
の
自
他
を
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
語
幹
の
漢
語
に
注
目
し
、
そ
の
語
構
成
を
動

詞
の
自
他
の
予
測
と
結
び
つ
け
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
漢
語
動
詞
の
語

構
成
を
論
じ
た
代
表
的
な
も
の
に
野
村
（
一
九
九
九
）
が
あ
る
。
野
村

（
一
九
九
九
）
で
は
、
ω
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
き
、
構
成
要
素
の
品
詞

性
と
構
成
要
素
間
の
関
係
に
よ
っ
て
、
漢
語
動
詞
の
語
構
成
を
2
2
の
タ
イ

プ
に
分
け
て
い
る
。

　
ω
a
品
詞
性
　
事
物
類
倒
、
動
態
類
M
、
様
相
類
ω
、
副
用
類
⑭
、

　
　
　
　
接
辞
国

　
　
b
構
成
要
素
間
の
関
係
　
補
足
関
係
（
＋
）
、
修
飾
関
係
（
〉
）
、

　
　
　
　
並
列
関
係
（
・
）
、
対
立
関
係
（
1
）
、
反
復
関
係
（
H
）

　
　
c
語
構
成
パ
タ
ー
ン
の
例
　
N
＋
V
（
骨
折
な
ど
）
、
A
＞
V

　
　
　
　
（
軽
視
な
ど
）
、
V
・
V
（
引
退
な
ど
）
、
V
l
V
（
開
閉
な
ど
）
、

　
　
　
　
A
‖
A
（
清
々
な
ど
）
、
W
（
消
化
な
ど
）

　
様
相
類
囚
と
動
態
類
M
で
構
成
さ
れ
る
「
A
＞
V
」
タ
イ
プ
の
漢
語
動

詞
の
自
他
を
観
察
す
る
と
、
②
に
示
す
よ
う
に
ー
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
統
一

雌魂
測

可齪帥肋臨
語漢

る
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さ
れ
ず
、
自
動
詞
、
他
動
詞
、
自
他
両
用
動
詞
の
い
ず
れ
も
存
在
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
漢
語
の
語
構
成
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
漢
語
動
詞
の
自
他
を

特
定
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
②
a
大
破
、
高
揚
　
　
　
　
　
　
　
　
自
他
両
用
動
詞

　
　
b
激
怒
、
高
騰
、
大
勝
、
近
接
　
　
　
自
動
詞

　
　
c
軽
視
、
新
築
、
詳
述
、
明
記
　
　
　
他
動
詞

　
ま
た
、
同
じ
様
相
類
㈹
と
動
態
類
M
で
構
成
さ
れ
る
「
拡
大
、
縮
小
」

な
ど
の
漢
語
動
詞
は
、
野
村
（
一
九
九
九
）
の
分
類
で
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
ら
は
動
態
類
M
の
結
果
と
し
て
様
相
類
囚
が
成
立
す
る
と

い
う
意
味
関
係
を
表
す
と
解
釈
で
き
る
。
③
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
タ
イ

プ
の
漢
語
動
詞
も
自
動
詞
、
他
動
詞
、
自
他
両
用
動
詞
の
い
ず
れ
も
存
在

す
る
。

　
③
a
拡
大
、
縮
小
、
改
善
　
　
　
自
他
両
用

　
　
b
減
少
、
衰
弱
、
伸
長
　
　
　
自
動
詞

　
　
c
改
良
、
増
強
、
延
長
　
　
　
他
動
詞

　
以
上
の
現
象
か
ら
見
れ
ば
、
語
構
成
と
漢
語
動
詞
の
自
他
は
単
純
な
一

対
一
の
関
係
で
は
な
く
、
一
対
多
ま
た
は
多
対
一
の
関
係
に
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
漢
語
動
詞
の
語
彙
レ
ベ
ル
の
内
部
構
造
か
ら
、
統
語
レ
ベ
ル
の

自
他
使
用
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
構
成
要
素
の
品
詞
性
と
そ
の
構

成
関
係
だ
け
で
は
困
難
な
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
漢
語

動
詞
の
語
構
成
を
よ
り
詳
し
く
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
漢
語
動
詞
の
自
他
を

予
測
す
る
可
能
性
を
検
証
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
第
2
節
で
は
、
本
稿
に
お
い
て
漢
語
動
詞
の
自
他
の
判

断
基
準
と
、
語
構
成
の
項
目
を
定
め
る
。
第
3
節
で
は
、
形
容
詞
性
要
素

と
動
詞
性
要
素
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
を
取
り
上
げ
、
漢
語
動
詞
の
内
部
構

造
と
統
語
的
な
自
他
使
用
と
の
関
係
を
検
証
す
る
。

2
　
考
察
の
前
提

具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
分
析
の
前
提
と
な
る
漢
語
動
詞
の
自
他

の
判
断
基
準
お
よ
び
語
構
成
の
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

2
1
1
　
漢
語
動
詞
の
自
他
の
判
断
基
準

　
動
詞
の
自
他
を
判
断
す
る
主
な
方
法
と
し
て
ω
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ω
a
　
ヲ
格
を
取
る
か
否
か

　
　
b
「
直
接
受
身
」
の
成
立
の
可
否

　
　
c
形
態
的
な
自
他
対
応

　
　
d
構
文
的
な
自
他
対
応

　
漢
語
動
詞
は
常
に
「
漢
語
＋
す
る
」
と
い
う
語
形
を
取
る
た
め
、
c
は

自
他
の
判
断
に
適
さ
な
い
。
本
稿
で
は
、
動
詞
の
取
る
格
と
動
詞
の
構
文

関
係
と
い
う
形
式
的
な
観
点
か
ら
漢
語
動
詞
の
自
他
を
判
断
す
る
立
場
を

取
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
語
動
詞
の
自
他
の
判
断
基
準
と
し
て
ω
の
a
と
d

1
6
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を
重
視
し
、
ヲ
格
の
目
的
語
を
取
る
漢
語
動
詞
を
他
動
詞
、
ヲ
格
の
目
的

語
を
取
ら
な
い
漢
語
動
詞
を
自
動
詞
と
す
る
。
ま
た
、
⑤
に
示
す
よ
う
な

構
文
的
な
自
他
対
応
に
な
る
漢
語
動
詞
を
自
他
両
用
動
詞
と
す
る
。
（
b

の
「
直
接
受
身
」
が
作
れ
る
か
と
い
う
基
準
は
副
次
的
な
判
断
手
段
と
し

て
考
え
る
。
）

　
㈲
a
凡
が
凡
を
W
（
他
動
詞
）

　
　
b
　
　
　
脱
が
W
（
自
動
詞
）

　
例
え
ば
、
㈲
の
「
増
強
」
は
目
的
語
「
軍
備
」
を
取
る
他
動
詞
で
あ
り
、

ω
の
「
高
騰
」
は
変
化
の
主
体
「
価
格
」
し
か
取
ら
な
い
自
動
詞
で
あ
る
。

⑧
の
「
拡
大
」
は
自
他
両
用
動
詞
で
あ
る
。

　
㈲
　
韓
国
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
軍
備
を
増
強
す
る
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇

　
　
　
四
／
一
二
／
一
七
（
他
動
詞
）

　
m
　
一
方
、
野
菜
の
｜
、
大
き
く
消
費
が
落
ち
た
こ
と
か

　
　
　
ら
「
食
料
」
は
同
一
・
○
％
減
だ
っ
た
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／

　
　
　
一
一
／
三
〇
　
（
自
動
詞
）

　
⑧
a
新
潟
県
中
越
地
震
で
新
潟
県
は
9
日
、
こ
れ
ま
で
3
0
市
町
村
を

　
　
　
　
対
象
に
し
て
い
た
災
害
救
助
法
の
ー
∪
、
三
条

　
　
　
　
市
や
加
茂
市
、
上
越
市
な
ど
2
4
市
町
村
を
新
た
に
加
え
る
こ
と

　
　
　
　
を
決
め
た
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
＝
／
〇
九
　
（
他
動
詞
）

　
　
b
農
村
の
高
齢
化
に
伴
う
耕
作
地
の
放
棄
や
温
暖
化
に
よ
る
積
雪

　
　
　
　
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
ー
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
一
二
／
一
一
　
（
自
動
詞
）

　
ヲ
格
の
有
無
に
よ
る
判
断
方
法
で
自
動
詞
に
な
る
漢
語
動
詞
の
中
に
は
、

「
面
会
、
握
手
」
な
ど
の
よ
う
に
ト
格
を
取
る
も
の
、
「
就
任
、
波
及
」
な

ど
の
よ
う
に
二
格
を
取
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
構
文
的
に
見

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
漢
語
動
詞
が
取
る
項
の
数
は
他
動
詞
と
同
じ
で
あ
り
、

ガ
格
し
か
取
ら
な
い
自
動
詞
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
意
味
的
に
見
れ
ば
、

ト
格
や
二
格
を
取
る
自
動
詞
が
ト
格
名
詞
や
二
格
名
詞
に
対
す
る
働
き
か

け
が
弱
く
、
他
動
詞
と
も
違
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
語
動
詞
は

自
動
詞
と
見
る
こ
と
に
す
る
。

2
1
2
　
語
構
成
の
定
義
と
構
成
項
目

　
本
稿
で
は
、
漢
語
の
語
構
成
を
、
構
成
要
素
の
品
詞
性
と
構
成
要
素
間

の
関
係
か
ら
考
え
る
。

　
構
成
要
素
の
品
詞
性
は
、
ま
ず
野
村
（
一
九
九
九
）
に
倣
い
、
「
事
物

類
倒
、
動
態
類
M
、
様
相
類
ω
、
副
用
類
⑭
、
接
辞
国
」
の
5
種
類
に
分

類
す
る
。
さ
ら
に
、
⑨
の
よ
う
に
、
各
種
類
を
下
位
分
類
す
る
。

　
⑨
a
事
物
類
的
↓
具
体
名
詞
、
抽
象
名
詞

　
　
b
動
態
類
M
↓
自
動
詞
、
他
動
詞
、
自
他
両
用
動
詞

　
　
c
様
相
類
㈹
↓
感
情
形
容
詞
、
属
性
形
容
詞

　
　
d
副
用
類
⑭
↓
状
態
副
詞
、
程
度
副
詞
、
陳
述
副
詞

　
構
成
要
素
間
の
関
係
は
、
野
村
（
一
九
九
九
）
の
5
分
類
で
あ
る
補
足

性能阿醐励雌蜘≡頷
は劇
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関
係
（
＋
）
、
修
飾
関
係
（
〉
）
、
並
列
関
係
（
・
）
、
対
立
関
係
（
ー
）
、

反
復
関
係
（
ー
ー
）
に
加
え
、
「
動
補
関
係
」
を
立
て
、
構
成
要
素
が
動
作

と
そ
の
結
果
の
関
係
に
な
る
「
打
倒
、
説
明
、
改
善
、
拡
大
、
縮
小
」
な

ど
を
表
す
。
「
動
補
関
係
」
は
「
V
《
A
」
ま
た
は
「
V
《
V
」
で
表
記

す
る
。
ま
た
、
動
作
と
そ
の
結
果
に
解
釈
で
き
る
「
短
縮
、
軽
減
」
な
ど

も
「
動
補
関
係
」
の
一
種
と
し
、
「
A
》
V
」
で
表
記
す
る
。

　
ま
た
、
事
物
類
O
と
動
態
類
㈲
で
構
成
す
る
漢
語
動
詞
の
場
合
、
両
者

の
格
関
係
も
構
成
要
素
間
の
関
係
と
言
え
る
。
動
補
関
係
（
「
V
《
V
」
、

「
V
《
A
」
、
「
A
》
V
」
）
に
な
る
漢
語
動
詞
の
場
合
、
統
語
的
な
意
味
役

割
が
構
成
要
素
の
意
味
関
係
と
関
連
付
け
ら
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は

3
－
3
で
詳
し
く
述
べ
る
）
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
稿
で
い
う
語
構
成
は
表
1
に
示
す
よ
う
な
項

目
を
含
む
。

表
1
　
漢
語
動
詞
の
語
構
成
の
項
目

漢
語
動
詞

前
要
素

後
要
素

結
合
関
係

格
関
係

動
詞
要
素
の
自
他

握
手

V

N

V
＋
N

N
を
V他
動
詞

激
怒

A

V

A
＞
V

ー

自
動
詞

拡
大

V

A

V
《
A

ー

自
他
両
用

■
　
■
　
・

2
i
3構成
要
素
の
品
詞
性
お
よ
び
結
合
関
係
の
判
断
方
法

　
二
字
漢
語
動
詞
の
構
成
要
素
の
品
詞
性
や
意
味
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
構
成
要
素
（
漢
字
1
字
）
に
関
す
る
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
（
第
五

版
）
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。
例
え
ば
、
「
激
減
」
を
構
成
す
る
「
激
」

「
減
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
⑩
a
「
激
」
①
勢
い
が
強
い
。
は
げ
し
い
。
「
激
烈
・
激
流
・
激
戦
・

　
　
　
　
激
突
」
②
変
化
が
大
き
い
。
は
な
は
だ
し
い
。
「
激
増
・
激
変
」

　
　
　
　
③
強
く
心
を
動
か
す
。
「
激
励
・
憤
激
・
感
激
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
五
版
　
O
中
『
よ
り

　
　
b
「
減
」
減
る
こ
と
。
減
ら
す
こ
と
。
「
一
割
の
減
／
減
少
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
五
版
　
O
☆
°
。
よ
り

　
⑩
a
の
記
述
か
ら
、
「
激
」
は
、
①
と
②
の
場
合
が
形
容
詞
性
要
素
、

③
の
場
合
が
動
詞
性
要
素
と
み
な
す
。
ま
た
、
⑩
b
の
記
述
か
ら
、
「
減
」

は
自
他
両
用
の
動
詞
性
要
素
と
み
な
す
。
（
日
向
（
一
九
八
一
、
一
九
八

二
）
も
、
漢
字
の
品
詞
性
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
く
参
考
に
な
る
。
）

　
結
合
関
係
に
つ
い
て
は
、
漢
語
動
詞
の
意
味
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

構
成
要
素
の
品
詞
性
を
確
定
し
た
上
で
、
そ
の
結
合
関
係
を
定
め
て
い
く
。

例
え
ば
、
同
じ
「
激
」
を
含
む
「
激
減
」
は
「
A
＞
V
」
の
パ
タ
ー
ン
に
、

「
測
励
」
は
「
V
・
V
」
の
パ
タ
ー
ン
に
な
る
。

3

語
構
成
と
漢
語
動
詞
の
自
他
と
の
関
係
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こ
の
節
で
は
、
特
定
の
語
構
成
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
漢
語
動
詞
の
自
他

を
予
測
で
き
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
形
容
詞
性
要
素

（
以
下
「
A
」
）
と
動
詞
性
要
素
（
以
下
「
V
」
）
で
構
成
さ
れ
る
漢
語
動

詞
を
対
象
に
、
語
構
成
に
よ
る
下
位
分
類
を
行
い
、
特
定
の
語
構
成
の
パ

タ
ー
ン
と
漢
語
動
詞
の
自
他
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

3
－
1
　
修
飾
型
漢
語
動
詞
と
動
補
型
漢
語
動
詞

　
形
容
詞
性
要
素
と
動
詞
性
要
素
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
は
、
形
容
詞
性
要

素
と
動
詞
性
要
素
が
修
飾
関
係
（
A
＞
V
）
に
な
る
か
、
動
補
関
係
（
V

《
A
ま
た
は
A
》
V
）
に
な
る
か
に
よ
っ
て
2
分
類
で
き
る
。
修
飾
関
係

の
場
合
（
以
下
「
修
飾
型
漢
語
動
詞
」
）
は
「
割
騰
、
測
減
、
掴
視
、
謂

述
」
な
ど
の
よ
う
に
、
形
容
詞
性
要
素
が
動
詞
性
要
素
の
前
に
位
置
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
動
補
関
係
の
場
合
（
以
下
「
動
補
型
漢
語
動
詞
」
）
は

「
拡
刈
、
縮
小
、
減
姻
、
増
強
」
な
ど
の
よ
う
に
、
形
容
詞
性
要
素
が
動

詞
性
要
素
の
後
に
来
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
「
短
縮
、
肥
育
、
掴
減
、

側
減
」
の
よ
う
に
形
容
詞
性
要
素
が
動
詞
性
要
素
の
前
に
位
置
す
る
語
も

存
在
す
る
。
陳
（
N
8
」
一
田
o
c
）
で
は
、
「
す
こ
し
歴
史
の
古
い
も
の
と
し

て
「
拡
大
、
縮
小
、
延
長
、
増
強
」
の
よ
う
な
中
国
語
の
造
語
パ
タ
ー
ン

に
合
う
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
「
短
縮
、
肥
育
、
軽
減
、

低
減
」
な
ど
は
日
本
語
の
連
用
修
飾
の
語
順
に
合
う
よ
う
に
、
非
常
に
新

し
く
出
来
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
L
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
修
飾
型
漢
語
動
詞
と
動
補
型
漢
語
動
詞
を
区
別
す
る
も
う
一
つ
の
手
段

と
し
て
、
「
動
詞
＋
て
、
形
容
詞
＋
な
る
／
す
る
」
と
い
う
文
構
造
に
展
開

で
き
る
か
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
拡
大
す
る
」
は
「
拡
げ
て
大
き
く

す
る
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
で
動
補
関
係
、
「
激
減
す
る
」
は
「
＊
減

っ
て
激
し
く
な
る
」
と
は
言
い
換
え
ら
れ
な
い
の
で
修
飾
関
係
と
な
る
。

　
以
下
で
は
、
修
飾
型
漢
語
動
詞
と
動
補
型
漢
語
動
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
語
構
成
か
ら
漢
語
動
詞
の
自
他
決
定
の
要
因
を
探
る
。

3
－
2
　
修
飾
型
漢
語
動
詞

　
修
飾
型
漢
語
動
詞
は
、
0
0
に
示
す
よ
う
に
、
動
詞
性
要
素
の
自
他
に
よ

っ
て
さ
ら
に
3
分
類
で
き
る
。

　
⑪
a
激
掴
、
高
騰
、
大
圏
、
近
樹
な
ど
　
動
詞
性
要
素
が
自
動
詞

　
　
　
　
（
A
＞
W
型
と
表
記
す
る
）

　
　
b
軽
視
、
新
鋤
ぺ
、
詳
困
、
明
詞
な
ど
　
動
詞
性
要
素
が
他
動
詞

　
　
　
　
（
A
＞
W
型
と
表
記
す
る
）

　
　
c
激
測
、
大
碗
、
高
捌
、
密
閉
な
ど
　
動
詞
性
要
素
が
自
他
両
用

　
　
　
　
（
A
＞
W
型
と
表
記
す
る
）

⑪
の
各
パ
タ
ー
ン
に
属
す
る
漢
語
動
詞
の
自
他
を
観
察
す
れ
ば
、
以
下

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。

　
⑫
a
A
＞
W
型
の
漢
語
動
詞
↓
自
動
詞

　
　
b
A
＞
W
型
の
漢
語
動
詞
↓
他
動
詞

性
能

何酬肋繊帽嗣顧㌶馴
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c
A
＞
W
型
の
漢
語
動
詞
↓
自
他
両
用
動
詞
（
大
破
、
高
揚
、
密

　
　
　
　
閉
）
、
自
動
詞
（
激
減
）

　
修
飾
型
漢
語
動
詞
の
場
合
、
そ
の
自
他
は
動
詞
性
要
素
の
自
他
と
一
致

す
る
。
問
題
は
動
詞
性
要
素
が
自
他
両
用
動
詞
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
漢
語
動
詞
が
自
他
両
用
動
詞
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
「
激
減
」

の
よ
う
に
自
動
詞
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
類
似
の
現
象
が
「
激
増
、
激

変
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
形
容
詞
要
素
の
「
激
」
が
持
つ
何
ら
か

の
性
質
が
漢
語
動
詞
の
自
他
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

3
－
3
　
動
補
型
漢
語
動
詞

　
動
補
型
漢
語
動
詞
は
、
主
体
の
動
作
ま
た
は
変
化
を
表
す
動
詞
性
要
素

と
、
主
体
の
動
作
や
変
化
に
伴
っ
て
客
体
ま
た
は
主
体
に
生
じ
る
変
化
の

結
果
を
表
す
形
容
詞
性
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
形
容
詞
性
要
素
と
動
詞
性

要
素
の
出
現
順
序
に
よ
っ
て
、
「
拡
大
、
縮
小
」
な
ど
の
よ
う
な
「
V
《

A
」
タ
イ
プ
と
、
「
短
縮
、
軽
減
」
な
ど
の
よ
う
な
「
A
》
V
」
タ
イ
プ

に
分
け
ら
れ
る
。
0
3
に
示
す
よ
う
に
、
「
A
》
V
」
タ
イ
プ
に
属
す
る
漢

語
動
詞
は
数
が
少
な
く
、
自
他
両
用
で
あ
る
漢
語
動
詞
の
自
他
は
動
詞
性

要
素
の
自
他
と
一
致
す
る
。

　
0
3
　
軽
減
、
低
減
、
短
縮
　
動
詞
性
要
素
が
自
他
両
用

　
一
方
、
「
V
《
A
」
タ
イ
プ
の
漢
語
動
詞
は
、
⑭
に
示
す
よ
う
に
、
動

詞
性
要
素
の
自
他
に
よ
っ
て
大
き
く
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。

　
0
4
a
説
明
、
補
強
、
解
明
な
ど
　
動
詞
性
要
素
が
他
動
詞
（
W
《
A

　
　
　
　
型
と
表
記
す
る
）

　
　
b
姻
大
、
測
少
、
増
強
、
蜘
正
、
短
綱
な
ど
　
動
詞
性
要
素
が
自

　
　
　
　
他
両
用
（
W
《
A
型
と
表
記
す
る
）

　
W
《
A
型
の
漢
語
動
詞
は
語
数
が
少
な
く
、
他
動
詞
で
あ
る
動
詞
性
要

素
の
自
他
に
従
う
が
、
W
《
A
型
の
漢
語
動
詞
は
語
数
が
比
較
的
多
く
、

そ
の
自
他
も
0
8
に
示
す
よ
う
に
、
自
他
両
用
で
あ
る
動
詞
性
要
素
の
自
他

と
は
一
致
し
な
い
。

　
0
5
a
減
少
、
伸
長
↓
自
動
詞

　
　
b
増
強
、
延
長
、
改
正
、
改
良
↓
他
動
詞

　
　
c
拡
大
、
縮
小
、
増
大
、
改
善
↓
自
他
両
用
動
詞

　
W
《
A
型
の
漢
語
動
詞
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
不
規
則
な
自
他
の
分

布
は
、
動
補
型
漢
語
動
詞
に
潜
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の
構
成
関
係
に
影
響
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
表
2
は
動
詞
性
要
素
と
形
容
詞
性

要
素
の
担
う
意
味
役
割
に
よ
る
動
補
関
係
の
漢
語
動
詞
の
再
分
類
で
あ
る
。

表
2
　
動
補
関
係
の
漢
語
動
詞
の
分
類

形
容
詞
性
要
素

主
体
の
変
化
結
果

客
体
の
変
化
結
果

動
詞
性
要
素

主
体
の
動
作

×

○

主
体
の
変
化

○

×
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「
主
体
の
動
作
ー
客
体
の
変
化
結
果
」
と
い
う
意
味
関
係
を
含
む
㈹
⑰
の

「
増
強
、
改
正
」
は
、
他
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
0
6
　
3
月
に
ト
ル
コ
エ
場
を
響
、
0
5
年
に
は
チ
ェ
コ
で
合
弁
工
場

　
　
　
が
操
業
す
る
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
〇
二
／
二
三

　
⑰
　
劇
劃
は
1
0
日
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
マ
ニ
　
ア
ル
を
劃

　
　
　
し
た
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
〇
三
／
＝

　
ま
た
、
「
主
体
の
変
化
i
主
体
の
変
化
結
果
」
と
い
う
意
味
関
係
を
含

む
0
8
⑲
の
「
拡
大
、
縮
小
」
は
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
⑱
　
ま
た
テ
レ
ビ
番
組
を
再
生
・
録
画
で
き
る
ビ
デ
オ
機
器
も
登
場
し

　
　
　
て
、
ソ
フ
ト
数
が
一
気
に
増
え
、
市
場
が
自
。
毎
日
新
聞

　
　
　
二
〇
〇
四
／
〇
四
／
二
一

　
⑲
　
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
総
人
口
の
減
少
で
都
市
が
i
。

　
　
　
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
〇
二
／
二
三

　
こ
の
よ
う
に
、
「
主
体
の
動
作
－
客
体
の
変
化
結
果
」
と
い
う
意
味
関

係
だ
け
を
含
む
漢
語
動
詞
は
他
動
詞
、
「
主
体
の
変
化
－
主
体
の
変
化
結

果
」
と
い
う
意
味
関
係
だ
け
を
含
む
漢
語
動
詞
は
自
動
詞
に
な
り
、
両
方

を
含
む
漢
語
動
詞
は
自
他
両
用
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈹
と
⑰
で
は
、
「
増
強
、
改
正
」
の
客
体
で
あ
る
「
工
場
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
、
自
ら
が
「
増
え
て
強
く
な
る
」
「
改
ま
っ
て
正
し
く
な
る
」
こ

と
が
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
「
主
体
の
変
化
i
主
体
の
変
化
結
果
」
の
意

味
関
係
に
な
る
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
「
減
少
」
は
、
「
主
体
の
動
作
ー
客

体
の
変
化
結
果
」
と
い
う
意
味
関
係
に
な
る
可
能
性
を
持
つ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
⑳
の
よ
う
に
、
「
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
」
と
い
う
事

柄
は
話
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
こ
と
な
の
で
、
主
体
か
ら
積
極
的
に

働
き
か
け
て
「
少
な
く
な
る
」
よ
う
に
す
る
と
い
う
他
動
詞
用
法
が
考
え

に
く
い
の
で
あ
る
。

　
2
9
　
だ
が
、
現
実
に
は
、
白
い
防
護
服
姿
で
活
動
す
る
作
業
員
の
姿
が

　
　
　
連
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
鶏
肉
の
売
り
上
げ
が
減
少

　
　
　
し
た
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
〇
六
／
一
六

　
最
後
に
、
「
改
正
、
改
良
」
な
ど
の
他
動
詞
と
違
っ
て
自
他
両
用
動
詞

に
な
る
「
改
善
」
を
見
て
み
よ
う
。
「
改
善
」
と
「
改
良
」
は
構
造
的
に

も
意
味
的
に
も
極
め
て
近
い
語
で
あ
り
な
が
ら
、
自
他
は
異
な
る
。
実
例

を
観
察
す
る
と
、
「
改
良
」
の
場
合
、
0
0
の
よ
う
に
、
客
体
に
な
る
名
詞

が
「
水
着
、
機
械
、
施
設
」
な
ど
人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
理
的
な
存
在
は
自
ら
進
化
を
遂
げ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
「
改
良
」
は
自
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
な
い
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
改
善
」
は
、
⑳
a
の
よ
う
に
、
客
体
に
な

る
名
詞
が
「
収
支
、
環
境
、
関
係
」
な
ど
人
間
が
営
む
人
間
社
会
の
一
部

を
表
す
も
の
で
あ
る
が
普
通
で
あ
る
。
人
間
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
れ
ら
の

名
詞
は
自
動
詞
文
の
主
体
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
0
9
　
同
掛
は
競
泳
で
も
、
シ
ド
ニ
ー
大
会
で
話
題
に
な
っ
た
「
サ
メ
肌

離胴可棚馳肋蛎
語漢
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⑳

水
着
L
を
§
、
水
の
抵
抗
を
減
ら
し
た
新
製
品
を
英
国
ス
ピ

ー
ド
社
と
共
同
開
発
し
た
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
六
／
二
一

a
借
金
ず
く
め
の
公
共
事
業
を
や
め
て
、
毎
年
の
予
‖
を
蜘

　
暮
。
毎
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
○
↓
／
一
一

b
テ
ロ
や
S
A
R
S
の
影
響
で
引
き
続
き
出
国
者
数
が
減
少
す
る

　
　
一
方
、
外
国
人
入
国
者
が
増
え
て
旅
行
闇
が
¶
。
毎

　
日
新
聞
二
〇
〇
四
／
〇
一
／
一
四

3
－
4
　
ま
と
め

　
形
容
詞
性
要
素
と
動
詞
性
要
素
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
は
、
修
飾
型
漢
語

動
詞
（
A
＞
V
）
と
動
補
型
漢
語
動
詞
（
V
《
A
と
A
》
V
）
に
分
け
ら

れ
、
そ
の
自
他
は
次
の
よ
う
に
決
ま
る
。

　
修
飾
型
漢
語
動
詞
（
A
＞
V
）
の
場
合
は
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

　
動
補
型
漢
語
動
詞
（
V
《
A
）
の
場
ム
ロ
は
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

4
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
形
容
詞
性
要
素
と
動
詞
性
要
素
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
の
語

構
成
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
検
討
し
、
動
詞
性
要
素
の
自
他
及
び
形
容
詞

性
要
素
と
動
詞
性
要
素
と
の
意
味
関
係
に
よ
っ
て
漢
語
動
詞
の
自
他
が
予

測
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

図
1

修
飾
関
係
に
な
る
A
V
型
漢
語
動
詞
の
自
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
容
詞
要
素
は

形
容
詞
要
素
は

「
激
」

漢
語
動
詞
は

他
動
詞

漢
語
動
詞
は

自
動
詞

漢
語
動
詞
は

自
他
両
用

漢
語
動
詞
は

自
動
詞

図
2
　
動
補
関
係
（
V
《
A
）
に
な
る
A
V
型
漢
語
動
詞
の
自
他

主
体
の
動
作
ー
客

体
の
変
化
結
果
＆

主
体
の
変
化
1
主

体
の
変
化
結
果

主
体
の
変
化
1
主

体
の
変
化
結
果

主
体
の
動
作
ー
客

体
の
変
化
結
果

漢
語
動
詞
は

他
動
詞

漢
語
動
詞
は

自
他
両
用

漢
語
動
詞
は

自
動
詞

漢
語
動
詞
は

他
動
詞
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